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　偶然は必然だ。

　必ず何か理由があって「それ」は成り立つんだ。

　例えばマラソンなんかで、勝てる見込みの無いと思われた選手が途中からみるみる速度を上げて他の選手を追い抜い

ていく。ゴールする。それだって、その選手が人一倍努力しているという事実の賜物なんだ。たまたま、だとか、強豪

選手がその日は不調だったんだとか、そういうことじゃない。血の滲むような努力が、何にも屈しない強靭な精神が、

その人に確たる未来を示す。

　——けれどこれは。

　あまりにも非現実的で。

　あまりにも出来すぎていて。

　あまりにも感動的なこの再会は。

「これもまた必然なのか？」

「さあ」

　薄く笑うその顔は、その金色の瞳は、薄い唇は。

　甘い夢などではなく、確かに存在する現実（リアル）。

　それは鬱陶しい梅雨のような日のことだった。

　　　＊　　　＊　　　＊

　いつも通りのメンバーで、いつものように同じ道を辿り、そして同じ場所に立った。

　アヴィディア界。俺たちがこれから行こうとしている場所。街を混沌に引きずり込んだ、園村の最も弱い部分、

”パンドラ”が巣食う場所だ。見慣れた鉄製の門。大切な仲間がいる学校。いまでは深い霧と聳り立つ岩肌、何かの

毛で覆われてしまって殆ど分からなくなってしまった。度重なる地震で老朽化の進んだ校舎には無数の皹が入っ

ていて、今にも崩れそうだった。

　まるで現実の彼女そのものを見ているような——そんな気がした。今まで、幼なじみでありながら全く園村の心

の闇には気付かなかったのだ。自分は。もしもっと早く気付いていたら、励ましてあげられたら、こんな惨たらし

い未来は訪れなかったのかも知れない。

　”あいつ”が死んで…俺は抜け殻そのものになっていた。周りなんてどうでもよくなった。母親に演じるのも疲れ

ていたし、何よりその時は「俺自身」が保たなかった。しかもただの子供だ。手一杯にも程がある。園村に手を差

し伸ばす余裕があるくらいなら自分をまず助けただろう。

（なんて酷いんだろう。）

　そのうち俺は問題を投げ出して、無関心であることで自分を諌め続けた。それが最も楽だったからだ。恐らくそ

れは園村も同じで、彼女は夢の中で夢を抱くことで自分を慰め続けていたんだ。そういう意味で、俺たちはよく似

ているんだろう。麻希。

　けれどいつかはその代償が、ツケが回ってくる。

「それが今って訳か」

　全く、タイミングの悪い。

「もう…目を背けられないよね」

　隣りでそう呟いた少女へと目を向けた。現実の自分が生み出した悲劇に、気丈に振る舞ってみせる少女。けれど

その細い足は恐怖で震えていた。

「これが限界なんだろうな…」

　震えで落としそうになる弓をしっかりと持たせるように、勇気づけるように、俺は彼女の手を握りしめた。冷た

くて汗ばんでいる。俺の手と同じだ。それに気付いたのか、彼女は手の力を微かに込めて「尚也君もおんなじだね」

とはにかんだ。こんな風に慰め合える相手がこんなにも近くにいたのに。

——もう、全てが”今更”になってしまったけれど——

　いや、まだ間に合うことだってある。まだ今更だと後悔するのは早い。

「さあ、行こう」

　俺は、俺たちは今は一人じゃないんだ。同じ痛みを共有できる仲間もいる。手一杯だなんて諦観するほどちゃち

な手は持っていない。今なら出来るんだ。受け止めることが。掬い上げることも。

　大切な人の死を受け入れることも、

　母親の愛情を素直に受け入れることも、

　自分を認めることも、

　　それから…

「まいちゃん、ここでお祈りしてるから。お兄ちゃんは、ぜったい大丈夫だって」

　小さな少女は、その小さな手に乗った大きなコンパクトの片割れを差し出して笑った。それはとても純粋で、真

っ直ぐで、俺たちはこの先の不安など一切苦にならないような気さえした。

「ありがとう。じゃ、いってくるね？」

「はいです！」

　自分同士が向き合うという異様な光景。きっとこれが最初で最後のはずだ。二人は同じ顔で可笑しそうに笑い合

い、そして園村は振り切るように森を後にした。それに倣うように南条が、稲葉が、上杉が進んでいく。俺もそれ

に続くように足を踏み出した。しかしその途端、服を掴まれそれは阻まれた。

「お兄ちゃんには後一つあるです」

「後ひとつって？」

　俺を足止めた少女は真剣な眼差してこちらを見上げる。

「これは…まいちゃんの願いであり、りあるの私の願いでもあるです。

　りあるの私は…それにあの麻希ちゃんも、ずっとお兄ちゃんに”こい”をしてました。まいちゃんでは上手く説明

できないです…。でも…お兄ちゃんには…他に好きな人がいるですね？」

「…っ…」

「別に、誰も怒ってないです。ただ、確かめたいだけ」

　無垢な少女の瞳に、憎悪の色は全くなかった。少女の目線の高さになるようにしゃがみ込むと、どう答えようか

考えながら、柔く少女の頭を撫でた。そして間隔を置いてから、ひとつ、頷き返した。それと同時に険しい顔つき

だった少女の顔は綻び、大きな瞳を細めてにこりと微笑む。

「そっか。…うん。なら、これはまいちゃんからのプレゼントです」

　少女は胸の前で祈るように手を結び、そしてそれをこちらに差し出すように解いた。中から現れたのは淡い光。

それからとても小さな、金色の蝶。

「りあるの願いは、お兄ちゃんの幸せ。だから…次はどうか離さないでくださいね…」

　蝶は俺の手のひらの中で踊り、そしてふわりと空へと舞い上がった。先に行っている、そう言われた気がした。

　俺はマイに最後の別れを付け、園村たちを追いかける為に走り出した…。

　　　＊　　　＊　　　＊

　全てが終わり、責務から解放された身体は一気に脱力してしまった。

　街が何事も無かったかのように復元し、”本物”の園村が戻ってきた瞬間、膝の力が一気に抜けてしまったのだ。

園村を病院へ搬送したのち、各々は自宅へと戻る。何かによりかかっていても直立するのは困難を極めた。ただ

身体が訛りのように重くて、神経をスパっと切られた時以上に言うことを聞かなくて、そのせいで大した距離も

無いはずの自宅まで倍の時間を要すことになっていまった。

　相変わらず誰もいない家。共働きの両親は今頃何をしているというのだろう。異変で大幅に狂った仕事に追わ

れているのか、それとも何日も返らない息子を非行少年だと見放したのか。それすら分からない。

　重い身体をソファーへと投げ出す。自室のある２階まではとてもはないけど歩けない。

　足が上がらない。

　意識が…持たない…。

　それからどれくらい眠っていただろう。

　身体はますます重くなっていた。視線だけかろうじて窓の外へ向ける。バケツを引っくり返したような豪雨が

容赦なく降っていた。だからだろうか。湿気で身体が余計に重く感じるのだろう。

「いや…」

「それにしては重すぎんだろ、って？」

　嗚呼、全くその通りだ。そう頷こうとして、その違和感に首を後ろへ向けた。

　そこにいたのは、全く同じ顔をした、金色の瞳の、２度死んだはずの双子の兄。

　あまりの衝撃に、言葉がでなかった。

　相手は布団のように俺に覆いかぶさりながら、予想通りの反応だとクスクス笑う。その表情はつい最近まで

見ていたものと同じで。けれどそれは何故か。すぐに理解した。

　あの蝶が、”和也”だったんだ。

「厳密に言えば、俺はオリジナルの和也じゃない。

　俺は、途中まで生きてた和也の僅かな情報と、お前の中の和也の記憶、それからお前自身が嫌悪する感情の

　寄せ集めってわけ。まあ、潔癖のお前が嫌いな下品な部分だな。アキに殺される前と大層変わんねーよ」

　和也はククっと笑うと、艶かしい視線を投げかけながら頬をすり寄せくる。確かに温かくて、幻じゃないと

知らしめてくれる。さりげなく、確実に触れて身体の距離を縮めてくるところなんか…そういうこざかしいと

ころなんかは、本当にあの頃の和也にそっくりだ。そして悪戯っぽく歯を見せて笑い、こう言うのだ。

「尚、可愛い」

「…っ」

　背筋を走る得体の知れない間隔に肩が自然と強ばる。あの頃と同じで、決して違う部分。

「これも…また必然なのか？」

「さあ」

　薄く笑うその顔は、その金色の瞳は、薄い唇は。

　甘い夢などではなく、確かに存在する現実（リアル）。
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